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(57)【要約】
【課題】高精度に外界の空間位置についての検知を可能
にする光学装置及び装着型表示装置を提供すること。
【解決手段】画像光を導光する透視型導光ユニット１０
０Ｃと、透視型導光ユニット１００Ｃに設けた位置決め
部ＤＴと、外界の空間検知をするカメラＣＡと、位置決
め部ＤＴに当接して透視型導光ユニット１００Ｃに取り
付けられて、カメラＣＡを保持するカメラホルダーＣＨ
とを備える。この場合、カメラホルダーＣＨが、位置決
め部ＤＴに当接することで、カメラＣＡを透視型導光ユ
ニット１００Ｃに対して取り付けるに際して、高い位置
精度を確実に維持する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像光を導光する導光部材と、
　前記導光部材に設けた位置決め部と、
　外界の空間検知をする空間検知センサーと、
　前記位置決め部に当接して前記導光部材に取り付けられて、前記空間検知センサーを保
持するセンサー固定部材と
を備える光学装置。
【請求項２】
　前記センサー固定部材と協働して前記空間検知センサーを挟持するセンサーカバーをさ
らに備える、請求項１に記載の光学装置。
【請求項３】
　前記センサー固定部材と前記センサーカバーとの間に設けられ、前記センサー固定部材
と前記センサーカバーとの組付けに伴い圧着される防水部材をさらに備える、請求項２に
記載の光学装置。
【請求項４】
　前記センサー固定部材は、前記位置決め部に当接して取り付けられる取付部と、前記空
間検知センサーを収納する収納部とを一体成形した部材である、請求項１～３のいずれか
一項に記載の光学装置。
【請求項５】
　前記空間検知センサーは、外界像を撮像するカメラを含む、請求項１～４のいずれか一
項に記載の光学装置。
【請求項６】
　前記導光部材は、左右の眼に対応して設けられる第１導光部材と第２導光部材とを有し
、
　前記位置決め部は、前記第１導光部材と前記第２導光部材との間に設けられている、請
求項１～５のいずれか一項に記載の光学装置。
【請求項７】
　前記位置決め部は、前記第１導光部材と前記第２導光部材との間において左右対称とな
る中心位置に設けられている、請求項６に記載の光学装置。
【請求項８】
　前記導光部材は、前記第１導光部材と前記第２導光部材とを連結する連結部材を有し、
　前記位置決め部は、前記連結部材に設けられている、請求項６及び７のいずれか一項に
記載の光学装置。
【請求項９】
　前記位置決め部は、前記第１導光部材と前記第２導光部材とが並ぶ横方向に延びている
凸部である、請求項８に記載の光学装置。
【請求項１０】
　前記連結部材は、前記第１導光部材と前記第２導光部材との間において刳り抜かれた窪
み状部分を形成し、
　前記位置決め部は、前記窪み状部分における刳り抜き側に設けられている、請求項８及
び９のいずれか一項に記載の光学装置。
【請求項１１】
　前記位置決め部は、前記導光部材のうち前記画像光の導光に寄与する面以外の面であっ
て、導光の延長上から外れた面に設けられている、請求項１～１０のいずれか一項に記載
の光学装置。
【請求項１２】
　前記空間検知センサーは、一体的に繋がって、かつ、互いに離間した位置に配置される
複数の検知部を有し、立体的空間検知を行う、請求項１～１１のいずれか一項に記載の光
学装置。
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【請求項１３】
　前記センサー固定部材は、ノーズパッドを支持するパッド支持装置である、請求項１～
１２のいずれか一項に記載の光学装置。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載の光学装置を備える装着型表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、虚像を観察者に提示する装着型表示装置に適用可能な光学装置及びこれを用
いた装着型表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、装着型表示装置の一態様であるヘッドマウントディスプレイ（ＨＭＤ）を構成
可能なものであって、画像光を導光する導光部材に付随して設けられた筐体の内部に前方
撮像用のカメラを設け、カメラと導光部材の位置や角度等の関係をフレームに設けた調整
機構で調整するものが知られている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１７－２１２４７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の装置では、カメラは、導光部材の上側に配置された筐体に固定されており
、筐体は、導光部材とは別部材である。さらに、当該筐体は、眼鏡型のフレームに支持さ
れる画像表示ユニットを構成するものである。この場合、筐体その他の各部の構成によっ
ては、製造時の公差や組み立て公差等の影響を受けて、表示画像範囲とカメラでの撮像範
囲との間にずれが生じ、例えばいわゆるシースルー型の場合に、装着者が見ている外界像
に対して表示画像を合わせる際の精度が落ちてしまう可能性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一側面における光学装置は、画像光を導光する導光部材と、導光部材に設けた
位置決め部と、外界の空間検知をする空間検知センサーと、位置決め部に当接して導光部
材に取り付けられて、空間検知センサーを保持するセンサー固定部材とを備える。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】第１実施形態の光学装置及び光学装置を備える装着型表示装置の使用状態を説明
するための斜視図である。
【図２】光学装置の外観について一具体例を示す正面図である。
【図３】光学装置において、空間検知センサーとしてのカメラ等を取り付ける前の状態に
ついて一具体例を示す斜視図である。
【図４】光学装置の外観のうち空間検知センサーとしてのカメラを含む部分についての一
部拡大した斜視図である。
【図５】光学装置のうちカメラを含む部分について拡大した側断面図である。
【図６】センサー固定部材としてのカメラホルダーの斜視図である。
【図７】光学装置のうち、位置決め部についての説明図である。
【図８】光学装置の光学的な構成について示す平面図である。
【図９】光学装置の光学的構造を説明するための平面図である。
【図１０】凸部を含む部分の成形について説明するための断面図である。
【図１１】一変形例の光学装置についての説明図である。
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【図１２】第２実施形態の光学装置を説明するための概念的な正面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　〔第１実施形態〕
　以下、図面を参照しつつ、本発明の第１実施形態に係る光学装置と光学装置を備える装
着型表示装置について一例を説明する。
【０００８】
　図１及び図２等に示すように、本実施形態に係る光学装置１００あるいは光学装置１０
０を備える装着型表示装置５００は、眼鏡のような外観を有するヘッドマウントディスプ
レイ（ＨＭＤ）である。図１等において、Ｘ、Ｙ、及びＺは、直交座標系であり、＋Ｘ方
向は、光学装置１００を装着した観察者の両眼の並ぶ横方向に対応し、＋Ｙ方向は、観察
者にとっての両眼の並ぶ横方向に直交する下方向に相当し、＋Ｚ方向は、観察者にとって
の前方向又は正面方向に相当する。
【０００９】
　図１等に示すように、光学装置１００は、この光学装置１００を装着した観察者又は装
着者ＵＳに対して、虚像を視認させることができるだけでなく、外界像をシースルーで観
察させることができる。光学装置１００は、ハーネス１０９を介してスマートフォンその
他の外部装置ＥＤに対して通信可能に接続することができ、例えば外部装置ＥＤから入力
された映像信号に対応する虚像を形成することができる。なお、以下では、説明の都合上
、光学装置１００を上記のような虚像を視認させる虚像表示装置として取り扱い、装着型
表示装置５００は、上記のような光学装置１００と、外部装置ＥＤ等の画像コンテンツを
入力する装置とで構成されるものとして取り扱う。すなわち、光学装置１００に加え、外
部装置ＥＤあるいはこれに相当する部分までも含めたものを、装着型表示装置５００とす
る。しかし、これに限らず、光学装置１００そのものの部分が、装着型表示装置５００で
あるとしてもよい。すなわち上記のうち外部装置ＥＤを除いた各構成部品からハーネス１
０９までの部分を装着型表示装置５００として捉えてもよい。いずれにしても、上記各構
成部品からハーネス１０９までの構成を、光学装置あるいは装着型表示装置を構成する光
学ユニットと捉えることができる。
【００１０】
　光学装置１００は、第１表示装置１００Ａと、第２表示装置１００Ｂと、カメラＣＡと
を備える。これらのうち、第１表示装置１００Ａと第２表示装置１００Ｂとは、左眼用の
虚像と右眼用の虚像とをそれぞれ形成する部分である。左眼用の第１表示装置１００Ａは
、観察者の眼前を透視可能に覆う第１虚像形成光学部１０１ａと、画像光を形成する第１
像形成本体部１０５ａとを備える。右眼用の第２表示装置１００Ｂは、観察者の眼前を透
視可能に覆う第２虚像形成光学部１０１ｂと、画像光を形成する第２像形成本体部１０５
ｂとを備える。すなわち、第１表示装置１００Ａ及び第２表示装置１００Ｂにより、左右
の眼に対応した画像の表示がなされる。
【００１１】
　第１及び第２像形成本体部１０５ａ，１０５ｂの後部には、頭部の側面から後方に延び
るつる部分であるテンプル１０４が取り付けられており、観察者の耳やこめかみ等に当接
することで光学装置１００の装着状態を確保する。
【００１２】
　また、カメラＣＡは、図２等に示すように、第１及び第２虚像形成光学部１０１ａ，１
０１ｂ間において刳り抜かれた窪み状部分として形成された窪みＣＶにおいて、ノーズパ
ッドＮＰとともに取り付けられている。カメラＣＡは、装着者ＵＳが見ている外界像に対
して表示画像を合わせるために、外界の空間検知をすべく外界の画像を撮像する。すなわ
ち、カメラＣＡは、空間検知センサーとして機能する。ノーズパッドＮＰは、テンプル１
０４とともに装置全体の装着者ＵＳに対する支持部を構成する。つまり、ノーズパッドＮ
Ｐは、観察者の眼に対する虚像形成光学部１０１ａ，１０１ｂ等の位置決めを可能にする
。
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【００１３】
　カメラＣＡ及びノーズパッドＮＰは、カメラＣＡ（空間検知センサー）を保持するセン
サー固定部材としてのカメラホルダーＣＨによって支持され、かつ、第１表示装置１００
Ａ及び第２表示装置１００Ｂを一体化する透視型導光ユニット１００Ｃの中央部材５０に
組み付けられている。
【００１４】
　カメラホルダーＣＨは、一体成形される樹脂部材であり、空間検知センサーとしてのカ
メラＣＡを収納するための部材である。また、カメラホルダーＣＨは、中央部材５０に設
けられた位置決め部に当接することで、透視型導光ユニット１００Ｃに対するカメラＣＡ
の位置を高精度に維持できる。なお、透視型導光ユニット１００Ｃ及びこれを構成する中
央部材５０については、後述する。また、カメラホルダーＣＨ等によるカメラＣＡの組付
けについても後述する。なお、ノーズパッドＮＰに関する点から言い換えると、カメラホ
ルダーＣＨは、ノーズパッドＮＰを支持するパッド支持装置としても機能している、とい
うことになる。
【００１５】
　第１及び第２表示装置１００Ａ，１００Ｂのうち、第１及び第２虚像形成光学部１０１
ａ，１０１ｂは、樹脂材料等で形成される導光体（導光光学系）である第１及び第２導光
部材１０ａ，１０ｂをそれぞれ含み、中央部材５０によって、中央で連結されて一体的な
部材として、透視型導光ユニット１００Ｃを形成している。言い換えると、透視型導光ユ
ニット１００Ｃは、一対の導光部材１０ａ，１０ｂと中央部材５０とを備える導光ユニッ
トである。一対の導光部材１０ａ，１０ｂは、第１及び第２虚像形成光学部１０１ａ，１
０１ｂを構成するものとして、画像光を内部に伝搬させつつ虚像形成に寄与する一対の光
学部材であり、導光光学系である。中央部材５０は、一対の光透過部５０ａ，５０ｂとこ
れらを繋ぐブリッジ部５０ｃとを有し、樹脂材料等で形成される一体成形部品であり、一
対の光透過部５０ａ，５０ｂが、一対の導光部材１０ａ，１０ｂに接合することで、第１
表示装置１００Ａと第２表示装置１００Ｂとを連結する連結部材として機能する。より具
体的に説明すると、中央部材５０において、一対の光透過部５０ａ，５０ｂのうちの一方
である光透過部５０ａは、導光部材１０ａに接合され、他方である光透過部５０ｂは、導
光部材１０ｂに接合される。なお、本実施形態では、例えば図８に示すように、中央部材
５０のうち、ブリッジ部５０ｃから光透過部５０ａにかけての部分及びブリッジ部５０ｃ
から光透過部５０ｂにかけての部分において、屈曲部分（折れ曲がり部分）を有しないよ
うに滑らかにつながっている。屈曲部分（折れ曲がり部分）あるいは段差部分のような箇
所が無いことで、外界像が二重に見えてしまうことを回避している。
【００１６】
　透視型導光ユニット１００Ｃは、導光によって観察者に両眼用の映像を提供する複合型
の導光光学系である導光装置２０として、両端部つまり導光部材１０ａ，１０ｂの外端側
で外装ケース１０５ｄに支持されている。図１や図８に示すように外装ケース１０５ｄ内
には、画像形成のための表示素子８０、鏡筒３８等を有する。また、外装ケース１０５ｄ
は、例えばマグネシウム合金等を材料としている。
【００１７】
　例えば、第１像形成本体部１０５ａの外装ケース１０５ｄに収納される表示素子８０は
、左眼用の虚像に対応する像を形成すべく画像光を射出する表示デバイスであり、例えば
有機ＥＬの表示パネルやＬＣＤ用のパネル等で構成される。投射レンズ３０は、表示素子
８０からの画像光を射出するものであり、第１虚像形成光学部１０１ａにおいて結像系の
一部を構成する。鏡筒３８は、投射レンズ３０の一部として、投射レンズ３０を構成する
像形成用の光学素子（不図示）を保持する。
【００１８】
　なお、第２像形成本体部１０５ｂについても、第２像形成本体部１０５ｂの外装ケース
１０５ｄに収納される表示素子８０と、鏡筒３８を含む投射レンズ３０とは、右眼用の虚
像に対応する像を形成すべく同様の機能を果たす。
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【００１９】
　以下、カメラＣＡ等を透視型導光ユニット１００Ｃに取り付けるための構造について、
図３を参照して説明する。
【００２０】
　ここでの一例では、図３に示されるように、カメラＣＡ等（図１，２参照）を取り付け
る前の状態として、中央部材５０において、ブリッジ部５０ｃは、透視型導光ユニット１
００Ｃの下面（＋Ｙ側の面）のうち窪みＣＶの箇所においてカメラＣＡ（図２等参照）を
取り付けるための位置決め部ＤＴとして機能するリブ状の凸部（リブ形状部分）５１を有
している。凸部５１は、連結部材としての中央部材５０のうち、ブリッジ部５０ｃにおい
て、第１の光学部材である第１導光部材１０ａと第２の光学部材である第２導光部材１０
ｂとが並ぶ横方向に延びるように設けられ、ブリッジ部５０ｃの強度補強をするとともに
、透視型導光ユニット１００Ｃに対するカメラホルダーＣＨの位置決め、延いてはカメラ
ＣＡやノーズパッドＮＰの取付けに際する位置決めを行う位置決め部ＤＴとして機能する
。
【００２１】
　本実施形態では、導光のために高精度な成形を要求される透視型導光ユニット１００Ｃ
において、位置決め部ＤＴとして機能する凸部５１を、高い位置決め精度を有するものと
して準備し、この位置決め部ＤＴに当接して空間検知センサーとしてのカメラＣＡを保持
するセンサー固定部材としてのカメラホルダーＣＨを取り付けている。このため、例えば
、位置決め部ＤＴすなわち凸部５１は、第１導光部材１０ａと第２導光部材１０ｂとの間
において、左右対称となる中心位置に設けられている。これにより、位置決め部ＤＴすな
わち凸部５１は、左右の画像表示の中心において高精度に配置されるものとなっている。
つまり、このような構造とすることで、カメラＣＡを導光部材１０ａ，１０ｂを含む透視
型導光ユニット１００Ｃに対して取り付けるに際して、高い位置精度を確実に維持できる
。
【００２２】
　また、以上のうち、中央部材５０に関して、見方を変えると、中央部材５０において、
一対の導光部材１０ａ，１０ｂに接合する一対の光透過部５０ａ，５０ｂは、一対の端部
であり、ブリッジ部５０ｃは、一対の端部としての光透過部５０ａ，５０ｂの間に挟まれ
た横中間部である、とも言える。また、この場合、凸部５１は、中央部材５０のうち上記
のような横中間部に設けられている、ということになる。
【００２３】
　以下、光学装置１００のうち、上記以外の箇所について説明する。まず、図示を省略す
るが、上記のような外部装置ＥＤからの画像データに基づく画像形成や、カメラＣＡで撮
像した外界の状況に合わせた画像形成といった各種信号処理すなわち画像信号を処理する
信号処理基板が、必要となる。このような各種処理をするための回路基板として、例えば
外部からの情報を含む各種信号を処理するメイン回路基板が、外装ケース１０５ｄの中に
設けられている。同様に、左右の眼に応じた第１及び第２像形成本体部１０５ａ，１０５
ｂ中の表示素子８０を駆動する駆動回路基板、さらには、カメラＣＡの駆動制御用の回路
基板等が、外装ケース１０５ｄに設けられている。
【００２４】
　また、上記のほか、図２や図３に例示するように、照度センサーＬＳが設けられていて
もよい。照度センサーＬＳは、ＡＬＳ（Ambient Light Sensor）であり、観察者の反応に
あった周囲光強度の測定を行う外光センサーである。このため、図示の例では、照度セン
サーＬＳは、観察者にとっての前方向又は正面方向に相当する＋Ｚ方向に向けて配置され
ている。照度センサーＬＳは、観察者の眼に入る光量を検知可能とすべく、例えばメイン
回路基板の制御下で動作する。
【００２５】
　この他、例えば、図２や図３に示すように、透視型導光ユニット１００Ｃは、上面ＴＳ
すなわち－Ｙ側の面として、第１表示装置１００Ａから第２表示装置１００Ｂにかけて面
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一で延びる平面ＦＳを有している。
【００２６】
　透視型導光ユニット１００Ｃの上面ＴＳにおいて、さらに上方側には、図２に示すよう
に、カバー構造部として、カバー部材ＦＣ（ＦＰＣカバー）が設けられている。カバー部
材ＦＣと透視型導光ユニット１００Ｃとの間には、薄く狭い空間が形成されており、第１
像形成本体部１０５ａと第２像形成本体部１０５ｂとを電気的に連結するケーブルＦＢが
延びている。また、以上について見方を変えると、連結部材としての中央部材５０は、凸
部５１を設ける下面ＢＳ（＋Ｙ側の面）の対向面（－Ｙ側の面）として、平面ＦＳ（上面
ＴＳ）を有し、当該平面ＦＳにケーブルＦＢを配置可能にしている。これにより、ケーブ
ルとして、フレキシブル基板すなわちＦＰＣ（Flexible Printed Circuit）基板が採用で
きる。つまり、図示のように、ケーブルとしてフレキシブル基板ＦＢを配線できるものと
している。また、本実施形態の場合、カメラＣＡ等について電気的に連結するケーブルＦ
Ｂも、ＦＰＣ基板の採用が可能である。したがって、フレキシブル基板ＦＢについては、
必要に応じて、例えば複数の配線が積層されていたり、フレキシブル基板ＦＢが複数枚の
フレキシブル基板で構成されていたりすることをもあるものとする。
【００２７】
　以下、図４～図６を参照して、カメラＣＡ及びその取付けについての一例を、より詳細
に説明する。図４のうち、第１領域ＡＲ１は、光学装置１００の外観のうち空間検知セン
サーとしてのカメラＣＡを含む部分についての一部拡大した斜視図であり、第２領域ＡＲ
２は、カメラＣＡ及びその周辺についてのさらなる拡大斜視図である。また、図５は、光
学装置１００のうちカメラＣＡを含む部分について拡大した側断面図である。さらに、図
６は、センサー固定部材としてのカメラホルダーＣＨの斜視図である。
【００２８】
　カメラＣＡは、例えばＣＣＤやＣＭＯＳ等の個体撮像素子で構成される撮像カメラであ
り、観察者の視線に応じた外界像を撮像する（捉える）。光学装置１００では、カメラＣ
Ａにおいて取得された２次元的あるいは３次元的画像データを解析することで、装着者Ｕ
Ｓがシースルーによって実際に視認している外界（実物）あるいは外界像（実像）に対応
した画像を、第１及び第２表示装置１００Ａ，１００Ｂによって提供することが可能にな
っている。すなわち、カメラＣＡは、外界の空間検知をするための空間検知センサーとし
て機能する。
【００２９】
　上記のような観点から、カメラＣＡは、映像光を形成する第１及び第２表示装置１００
Ａ，１００Ｂに対して、高精度に組み付けられていることが望ましい。そこで、本実施形
態では、カメラＣＡを収納するカメラホルダーＣＨと、これらを覆うカメラカバー部材Ｃ
ＣとによってカメラＣＡを第１及び第２表示装置１００Ａ，１００Ｂに対して組付け固定
している。特に、この際、透視型導光ユニット１００Ｃの要求精度の高さを利用して高い
精度で位置固定して、カメラＣＡの映像光を形成する側との間での設置位置について、製
造時の公差のみならず、光学装置１００の使用開始後において発生する公差を抑制してい
る。これにより、外界の位置との整合性の高い画像形成及び画像形成の維持を図っている
。
【００３０】
　カメラホルダーＣＨは、既述のように、一体成形される樹脂部材であり、図５及び図６
に示すように、中央部材５０に設けられた位置決め部ＤＴである凸部５１に当接して取り
付けられる取付部ＡＴと、カメラＣＡを収納するための筐体状の収納部ＳＨと、ノーズパ
ッドＮＰを取り付けるためのノーズパッド取付部ＮＡとを有する。すなわち、取付部ＡＴ
、収納部ＳＨ及びノーズパッド取付部ＮＡが、一体成型品となっている。このほか、カメ
ラホルダーＣＨは、カメラカバー部材ＣＣとネジ締め固定するためのネジ孔ＨＬを有して
いる。図示の例では、４つのネジ孔ＨＬを設けている。
【００３１】
　ここで、カメラホルダーＣＨにおいて、収納部ＳＨは、カメラＣＡを収納するためにほ
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ぼ隙間（クリアランス）の無い寸法で設計されている。これにより、一体成形であること
と併せて、取付部ＡＴと収納部ＳＨとの間における公差ができるだけ生じないものとなっ
ている。
【００３２】
　また、取付部ＡＴは、±Ｚ方向に垂直なＸＹ面及び±Ｘ方向に垂直なＹＺ面について、
凸部５１の各面と当接する。なお、凸部５１における当接面（基準面）については、図７
を参照して、一例を説明する。
【００３３】
　以下、カメラホルダーＣＨ等によるカメラＣＡの取付けについて説明する。例えば、図
４の第１領域ＡＲ１、さらには、第２領域ＡＲ２に示すように、カメラＣＡは、カメラホ
ルダーＣＨによって下側（＋Ｙ側）から支持されるとともに、センサーカバーとしてのカ
メラカバー部材ＣＣによって上側（－Ｙ側）から覆われている。さらに、カメラカバー部
材ＣＣとカメラホルダーＣＨとは、協働してカメラＣＡを挟持している。具体的には、図
４の第２領域ＡＲ２に示すように、カメラカバー部材ＣＣ及びカメラホルダーＣＨにネジ
孔（ネジ孔ＨＬ等）を設けておき、高さ方向すなわち±Ｙ方向に延びるネジＮＣによりネ
ジ締め固定されることで、この方向についてカメラＣＡが挟持される。また、これにより
、ＺＸ面に垂直な±Ｙ方向についての位置決めが併せてなされる。
【００３４】
　また、図５に示すように、カメラＣＡの周囲に関して、密閉用のシート部材ＣＡｓをカ
メラホルダーＣＨの収納部ＳＨとカメラカバー部材ＣＣの収納蓋部分ＣＣｃとの間に挟ん
だ状態で、上記したネジ締め固定を行うことで、カメラＣＡが収納部ＳＨの内側において
密閉されて、防水対策がなされた状態となっている。言い換えると、上記において、シー
ト部材ＣＡｓは、カメラホルダーＣＨとカメラカバー部材ＣＣとの間に設けられ、カメラ
ホルダーＣＨとカメラカバー部材ＣＣとの締結による組付けに伴い圧着される防水部材と
して機能する。なお、上記では、カメラホルダーＣＨとカメラカバー部材ＣＣとの組付け
を、ネジ締め固定による締結としているが、これは、一例であり、防水部材について所望
の圧着力を有する組付けが可能であれば、締結に限らず、例えばクリップ固定や、防水テ
ープによる固定等の様々な固定方法によって組付けを行うことが可能である。
【００３５】
　以上のように、本実施形態では、まず、中央部分すなわち第１表示装置１００Ａと第２
表示装置１００Ｂ（図２等参照）の間にカメラＣＡを配置している。これにより、例えば
ＡＲ（拡張現実）機能等で精度を高めることができる。すなわち、装着者ＵＳの視認方向
とカメラ画像との間におけるずれの発生を抑えられる。仮に、カメラＣＡを例えば第２像
形成本体部１０５ｂ（図２等参照）等のサイド方向に配置すると、ＡＲ機能等で精度低下
を招くおそれがある。さらに、頭髪が長い観察者が使用する場合に、カメラＣＡのカメラ
レンズの前に髪がかかってしまい、機能低下するおそれもある。本構成では、カメラＣＡ
を中央に配置することで、かかる事態を回避あるは抑制できる。
【００３６】
　さらに、本実施形態では、導光部材である透視型導光ユニット１００Ｃに設けた位置決
め部ＤＴに当接して取り付けられるカメラホルダーＣＨにカメラＣＡを収納することで、
カメラＣＡが透視型導光ユニット１００Ｃに対してより高精度に取り付けられている。こ
れにより、カメラＣＡにおける外界の空間検知の結果と、透視型導光ユニット１００Ｃに
より導光された画像光によって視認される画像との間での位置ズレの発生をさらに抑制で
きる。この場合、例えばシースルー型で装着者が見ている外界像に対して表示画像を合わ
せるに際して、外界像と画像光による虚像との位置についての整合性が高い状態にできる
。したがって、例えば現実に見ている外界に対して、より位置精度の高い画像を付与した
ＡＲ（拡張現実）が実現できる。
【００３７】
　また、本実施形態の場合、外光センサーである照度センサーＬＳが装着者ＵＳの眼の位
置に近接している。これにより、視線や眼に入る光量等のこれらから取得される情報が、
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観察者による外部の認識状況を的確に反映したものとなる。したがって、これらの情報を
利用することで、画像形成に際して、外界の輝度を的確に反映させることができる。
【００３８】
　以下、図７を参照して、光学装置としての光学装置１００のうち、位置決め部ＤＴすな
わち凸部５１やその周辺の箇所について、一例を説明する。
【００３９】
　既述のように、凸部５１は、一体成形部品である中央部材５０のブリッジ部５０ｃを構
成する一部として、下面ＢＳすなわち＋Ｙ側の面において、＋Ｙ側に突出し、かつ、第１
導光部材１０ａと第２導光部材１０ｂとが並ぶ横方向（図４等参照）について延びている
。すなわち、凸部５１は、第１導光部材１０ａから第２導光部材１０ｂにかけての±Ｘ方
向を延在方向として延びている。なお、凸部５１は、例えば図７のうち、第１領域ＢＲ１
の斜視図や第２領域ＢＲ２の底面図に示すように、リブ状の形状を有しており、この延在
方向についての両端において、引掛け部５１ａ，５１ｂを有している。なお、引掛け部５
１ａ，５１ｂは、成形時におけるアンダーカットとなっており、射出成形時において必要
に応じて成形金型にスライドコア等を設けることで形成される。
【００４０】
　さらに、本実施形態では、図示に例示するように、上記のような形状の凸部５１のうち
、±Ｚ方向に垂直なＸＹ面に平行な第１基準面ＳＳａ及び±Ｘ方向に垂直なＹＺ面に平行
な第２基準面ＳＳｂを、図５及び図６に示すカメラホルダーＣＨの取付部ＡＴとの当接面
とすることで、所望の位置決めが可能となる。
【００４１】
　また、上記の場合、凸部５１は、下面ＢＳからすなわち＋Ｙ側に設けているので、画像
光の導光（後述する図８及び図９参照）に対して、ほとんど影響を与えない位置に形成さ
れている。すなわち、凸部５１が形成される面は、導光部材１０ａ，１０ｂのうち、画像
光の導光に寄与する面以外の面であって、導光の延長上から外れた面となっている。した
がって、例えば画像光のうち視認されるものならなかった成分が凸部５１において意図し
ない反射をして、画像光の視認に影響を与えてしまう、といった事態の発生を回避あるは
抑制できる。
【００４２】
　なお、上記のように、一対の引掛け部５１ａ，５１ｂを両端に有している場合、例えば
本件と異なりカメラＣＡを設けない構成の場合には、ノーズパッドＮＰのみを取り付ける
ためのパッド支持装置を引掛け部５１ａ，５１ｂを利用して固定させる構成とすることが
できる。
【００４３】
　また、上記は一例であり、上記のような第１基準面ＳＳａ及び第２基準面ＳＳｂを形成
可能な形状であれば、必ずしも引掛け部５１ａ，５１ｂのような形状を有しない構成であ
ってもよい。さらに、位置決め部ＤＴは、凸部５１のように、第１導光部材１０ａから突
出した形状の代わりに、例えば第１及び第２基準面ＳＳａ，ＳＳｂに相当する面を有する
へこんだ形状とするといったことも考えられる。
【００４４】
　以下、図８及び図９を参照して、光学装置１００に関する光学的構造について説明する
。図８は、光学装置１００の光学的な構成について示す平面図であり、図９は、光学装置
１００のうち、第１表示装置１００Ａの一部を示す図であり、特に第１虚像形成光学部１
０１ａの光学的構造を説明するものとなっている。光学装置１００は、既述のように、ま
た、図８に示すように、第１表示装置１００Ａ及び第２表示装置１００Ｂで構成されるが
、第１表示装置１００Ａと第２表示装置１００Ｂとは、左右対称で同等の構造を有するた
め、図９を参照した説明では、第１表示装置１００Ａについてのみ説明し、第２表示装置
１００Ｂについては説明を省略する。なお、図９において、ｘ、ｙ、及びｚは、直交座標
系であり、ｘ方向及びｙ方向は、導光部材１０ａにおいて画像光の導光に際して光学的な
機能を有する第１～第５面Ｓ１１～Ｓ１５のうち、第１面Ｓ１１及び第３面Ｓ１３に平行



(10) JP 2021-34992 A 2021.3.1

10

20

30

40

50

であり、ｚ方向は、第１面Ｓ１１及び第３面Ｓ１３に垂直である。
【００４５】
　光透過部５０ａは、導光部材１０ａと一体的に固定され、導光部材１０ａの透視機能を
補助する部材である。光透過部５０ａは、光学的な機能を有する側面として、第１透過面
Ｓ５１と、第２透過面Ｓ５２と、第３透過面Ｓ５３とを有する。第２透過面Ｓ５２は、第
１透過面Ｓ５１と第３透過面Ｓ５３との間に配置されている。第１透過面Ｓ５１は、導光
部材１０ａの第１面Ｓ１１を延長した面上にあり、第２透過面Ｓ５２は、第２面Ｓ１２に
対して接合され一体化されている曲面であり、第３透過面Ｓ５３は、導光部材１０ａの第
３面Ｓ１３を延長した面上にある。
【００４６】
　第１虚像形成光学部１０１ａのうち導光部材１０ａは、接着層ＡＤを介して光透過部５
０ａと接合されている。つまり、光透過部５０ａの第２透過面Ｓ５２は、導光部材１０ａ
の第２面Ｓ１２に対向して配置され、同じ形状を有する。導光部材１０ａと光透過部５０
ａとは、光学面を含む立体的形状を与える本体部材の表面を薄いハードコート層で被覆し
た構造を有する。導光部材１０ａや光透過部５０ａの本体部材は、可視域で高い光透過性
を示す樹脂材料で形成されており、例えば金型内に熱可塑性樹脂を注入し固化させること
により成形される。
【００４７】
　以下、画像光ＧＬの光路について概要を説明する。導光部材１０ａは、投射レンズ３０
から射出された画像光ＧＬを、第１～第５面Ｓ１１～Ｓ１５での反射等により装着者ＵＳ
の眼に向けて導光する。具体的には、投射レンズ３０からの画像光ＧＬは、まず光入射部
１１ａに形成されている第４面Ｓ１４の部分に入射して反射膜ＲＭの内面である第５面Ｓ
１５で反射され、第４面Ｓ１４に内側から再度入射して全反射され、第３面Ｓ１３に入射
して全反射され、第１面Ｓ１１に入射して全反射される。第１面Ｓ１１で全反射された画
像光ＧＬは、第２面Ｓ１２に入射し、第２面Ｓ１２に設けたハーフミラー１５を部分的に
透過しつつも部分的に反射されて光射出部１１ｂに形成されている第１面Ｓ１１の部分に
再度入射して通過する。第１面Ｓ１１を通過した画像光ＧＬは、Ｚ方向に略平行な光軸Ａ
Ｘに沿って全体として進み、装着者ＵＳの眼が配置される射出瞳ＥＰに略平行光束として
入射する。つまり、装着者ＵＳは、虚像としての画像光により画像を観察することになる
。
【００４８】
　第１虚像形成光学部１０１ａは、導光部材１０ａにより装着者ＵＳに画像光を視認させ
るとともに、導光部材１０ａと光透過部５０ａとの組み合わせた状態で、装着者ＵＳに歪
みの少ない外界像を観察させるものとなっている。この際、第３面Ｓ１３と第１面Ｓ１１
とが互いに略平行な平面となっていることで、この部分を透過させる観察に関して視度が
略０となり、外界光ＯＬについて収差等をほとんど生じさせない。また、第３透過面Ｓ５
３と第１透過面Ｓ５１とが互いに略平行な平面となっている。さらに、第１透過面Ｓ５１
と第１面Ｓ１１とが互いに略平行な平面となっていることで、収差等をほとんど生じさせ
ない。以上により、装着者ＵＳは、光透過部５０ａ越しに歪みのない外界像を観察するこ
とになる。
【００４９】
　例えば、透視型導光ユニット１００Ｃを構成する導光部材１０ａにおいて、上記のよう
な第１面Ｓ１１等の各導光面に要求される精度は、例えば±５０μｍ程度となる。この場
合、通常の成形品に要求される０.４ｍｍに比して、公差が非常に小さいこれと同等な面
精度を利用することで、カメラＣＡの位置精度における公差を向上させることができる。
【００５０】
　以上のように、本実施形態に係る光学装置１００及びこれを備える装着型表示装置５０
０では、画像光を導光する透視型導光ユニット１００Ｃと、透視型導光ユニット１００Ｃ
に設けた位置決め部ＤＴと、外界の空間検知をするカメラＣＡと、位置決め部ＤＴに当接
して透視型導光ユニット１００Ｃに取り付けられて、カメラＣＡを保持するカメラホルダ
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ーＣＨとを備える。この場合、カメラホルダーＣＨが、位置決め部ＤＴに当接することで
、カメラＣＡを透視型導光ユニット１００Ｃに対して取り付けるに際して、高い位置精度
を確実に維持できる。これにより、カメラＣＡにおける外界の空間検知の結果と、透視型
導光ユニット１００Ｃにより導光された画像光によって視認される画像との間での位置ズ
レの発生を抑制できる。この場合、例えばシースルー型で装着者ＵＳが見ている外界像に
対して表示画像を合わせるに際して、外界像と画像光による虚像との位置についての整合
性が高い状態にできる。
【００５１】
　以下、図１０に示す断面図を参照して、中央部材５０のうち凸部（リブ形状部分）５１
を含む部分すなわち位置決め部ＤＴを含む部分についての成形について説明する。既述の
ように、中央部材５０は、射出成形により形成される樹脂部材であり、図示のように、凸
部５１は、中央部材５０の射出成形に際するゲート部である。特に、図示の例では、凸部
５１の下端面の一部、すなわち成形後に＋Ｙ側の面（下面）となる箇所が、ゲートとなっ
ている。中央部材５０の左右対称の中心に位置する凸部５１をゲートとすることで、樹脂
の流入を良好にし、型の全体に樹脂材料が行き亘るようにできる。
【００５２】
　成形金型９０は、例えば第１金型９１と第２金型９２とを有して構成され、第１金型９
１と第２金型９２とを挟持して両金型９１，９２を型締めすることにより中央部材５０と
なるべき樹脂成形部材ＰＰの成形を可能にする。つまり、型締めされた状態において両金
型９１，９２内に形成された内部空間に樹脂の流入口であるゲートから溶融樹脂を流入さ
せ、適宜、加熱や冷却、押圧や脱圧等の動作がなされることで、当該内部空間において中
央部材５０となるべき樹脂成形部材が形成される。なお、詳しい説明を省略するが、離型
に際しての要請から、各部において適宜テーパーが設けられていたり、アンダーカットの
存在から両金型９１，９２がさらに多数の複数の金型に分かれるものとなっていたりする
。以上の場合、高精度の連結部材の成形が可能となり、凸部５１は、中央部材５０を構成
する他の部分とともに一体的に成形できる。
【００５３】
　以上のように、カメラＣＡに対する位置決め部ＤＴとなるべき凸部５１を、導光光学系
となるべき部分あるいはこれに直接的にかつ高精度で接合される部分と一体的に成形する
ことで、導光光学系に対するカメラＣＡの位置決めを高精度なものにできる。
【００５４】
　以下、図１１を参照して、一変形例の光学装置１００について説明する。なお、図１１
は、図７のうち第１領域ＢＲ１に対応する図である。上記の例では、凸部５１を一体的に
成形するものとしたが、図１１に例示するように、必要に足る精度が維持できれば、凸部
５１は、中央部材５０に取り付け固定される別部材であるものとしてもよい。つまり、図
１１のうち第１領域ＣＲ１に示すように、中央部材５０の製作時には、凸部５１を設けな
いものとし、かつ、凸部５１を当該中央部材５０とは別途に製作し、第２領域ＣＲ２に示
すように、中央部材５０の適した箇所に接着固定等によって凸部５１を後付するものとし
てもよい。すなわち、中央部材５０の製作において、凸部５１として必要に足る精度等を
有するものを、後付けで付加してもよい。
【００５５】
　〔第２実施形態〕
　以下、図１２を参照して、第２実施形態に係る光学装置について説明する。なお、本実
施形態に係る光学装置は、第１実施形態に係る光学装置１００の変形例であり、空間検知
センサーとして、複数の検知部を有している構成である点において、第１実施形態の場合
と異なっている。ただし、これら以外の点については、第１実施形態の場合と同様である
ので、上記以外の各部については、詳しい説明を省略する。
【００５６】
　図１２は、本実施形態に係る光学装置２００の外観を示す概念的な側断面図であり、図
２に対応する図である。図１２では、第１及び第２表示装置１００Ａ，１００Ｂのほか、
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空間検知センサーＳＤとして３つ（複数）の検知部ＤＰ１，ＤＰ２，ＤＰ３を有するもの
を例示している。
【００５７】
　空間検知センサーＳＤを構成する３つの検知部ＤＰ１，ＤＰ２，ＤＰ３は、中央に配置
される中央検知部ＤＰ１を基準として、左右方向すなわち水平方向（Ｙ方向）に延びる接
続部材ＣＰにより、接続部材ＣＰの両端に左側用検知部ＤＰ２と右側用検知部ＤＰ３とが
設けられている。すなわち、空間検知センサーＳＤを構成する３つの検知部ＤＰ１，ＤＰ
２，ＤＰ３は、一体的に繋がって、かつ、左右方向について互いに離間した位置に配置さ
れている。
【００５８】
　３つの検知部ＤＰ１，ＤＰ２，ＤＰ３の構成については、種々の態様が考えられるが、
例えば、中央検知部ＤＰ１については、第１実施形態のカメラＣＡと同様の構成とし、可
視光画像を撮像可能とする一方、左右に配置された検知部ＤＰ２，ＤＰ３については、赤
外線センサーとし、反射光を受光することで、対象物までの距離測定（測距）が可能なも
のとしてもよい。この場合、例えば検知部ＤＰ１において取得された外界の画像に２次元
的に映し出された対象物について、検知部ＤＰ２，ＤＰ３を利用した測距結果を利用する
ことで、立体的空間検知を行うようにしてもよい。
【００５９】
　本実施形態に係る光学装置２００及びこれを備える装着型表示装置においても、一体的
に繋がって、かつ、互いに離間した位置に配置された複数の検知部ＤＰ１，ＤＰ２，ＤＰ
３で構成される空間検知センサーＳＤを、導光部材の位置決め部に当接させている。これ
により、空間検知センサーＳＤにおける外界の空間検知の結果と、透視型導光ユニット１
００Ｃにより導光された画像光によって視認される画像との間での位置ズレの発生を抑制
できる。特に、本実施形態では、複数の検知部ＤＰ１，ＤＰ２，ＤＰ３を離間した位置に
配置することで、例えば立体的（３次元的）空間検知が可能になる。
【００６０】
　〔変形例及びその他の事項〕
　以上で説明した構造は例示であり、同様の機能を達成できる範囲で、種々変更すること
ができる。
【００６１】
　例えば、第１実施形態において、空間検知センサーの一例としてのカメラＣＡは、例え
ばＣＣＤやＣＭＯＳ等の個体撮像素子としているが、必要な空間検知が可能であれば、種
々の態様のカメラを含む各種センサーを適用することができる。例えばカメラＣＡについ
ては、さらに、ズーム機能を有するものとしてもよく、また、ライダー等で構成して測距
を行うことで、空間検知をする、といったものでもよい。より具体的に説明すると、例え
ば、レーザー光をスキャニングすることで、広範囲に亘る照射をし、当該レーザー光が物
体に当たって戻ってくる際の反射光を検出し、レーザー光照射から反射光検出までの時間
に基づき当該物体までの距離を測定することで、空間認識能力を持つ距離測定センサーに
よって３次元計測を行う等、種々の方法による測距センサーが、空間検知センサーとして
採用可能である。また、可視光のみならず、赤外光等を受光するものであってもよい。ま
た、第２実施形態のように、複数の検知部（センサー）を用いる場合に複数のカメラ（ス
テレオカメラ）によって視差を利用した距離情報の取得をしてもよい。また、測距につい
ても、種々のものが適用でき、例えばＴＯＦ（time of flight）を利用すること等も考え
られる。
【００６２】
　また、中央部材５０について、屈曲部分（折れ曲がり部分）を有しないように滑らかに
繋いだ構成としているが、屈曲部分（折れ曲がり部分）を有する構成において本願を適用
することも可能である。
【００６３】
　また、中央部材５０は、左右の導光部材１０ａ，１０ｂに対して精度よく位置決め固定
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されていることから、表示素子８０を取り付ける際の位置合わせ基準として利用するもの
としてもよい。
【００６４】
　以上の説明では、表示素子８０が有機ＥＬの表示パネルやＬＣＤ用のパネルであるとし
たが、表示素子８０は、ＬＥＤアレイ、レーザーアレイ、量子ドット発光型素子等に代表
される自発光型の表示素子であってもよい。さらに、表示素子８０は、レーザー光源とス
キャナーとを組みあわせたレーザスキャナーを用いたディスプレイであってもよい。なお
、ＬＣＤパネルに代えてＬＣＯＳ（Liquid crystal on silicon）技術を用いることもで
きる。
【００６５】
　また、上記では、センサー固定部材として、カメラホルダーＣＨを利用し、例えば、保
持することあるいは収納すること等によって、カメラＣＡを導光装置２０に固定している
が、所望の精度で固定できれば、ホルダー機構以外のもので、センサー固定部材を構成し
てもよい。すなわち、センサー固定部材が、カメラＣＡを支持することや、中央部材５０
（連結部材）に挟むこと等で、カメラＣＡを固定するものであってもよい。
【００６６】
　以上のように、具体的な一態様における光学装置は、画像光を導光する導光部材と、導
光部材に設けた位置決め部と、外界の空間検知をする空間検知センサーと、位置決め部に
当接して導光部材に取り付けられて、空間検知センサーを保持するセンサー固定部材とを
備える。
【００６７】
　上記光学装置では、空間検知センサーを保持するセンサー固定部材が、導光部材に設け
た位置決め部に当接することで、空間検知センサーを導光部材に対して取り付けるに際し
て、高い位置精度を確実に維持できる。これにより、空間検知センサーにおける外界の空
間検知の結果と、導光部材により導光された画像光によって視認される画像との間での位
置ズレの発生を抑制できる。この場合、例えばシースルー型で装着者が見ている外界像に
対して表示画像を合わせるに際して、外界像と画像光による虚像との位置についての整合
性が高い状態にできる。
【００６８】
　具体的な側面において、センサー固定部材と協働して空間検知センサーを挟持するセン
サーカバーをさらに備える。この場合、センサー固定部材とセンサーカバーとによって、
空間検知センサーを所望の位置に固定できる。
【００６９】
　別の側面において、センサー固定部材とセンサーカバーとの間に設けられ、センサー固
定部材とセンサーカバーとの組付けに伴い圧着される防水部材をさらに備える。この場合
、圧着させた防水部材を設けることで、空間検知センサーを収納した内部の密閉性を保持
できる。
【００７０】
　さらに別の側面において、センサー固定部材は、位置決め部に当接して取り付けられる
取付部と、空間検知センサーを収納する収納部とを一体成形した部材である。この場合、
センサー固定部材を介した空間検知センサーと導光部材との位置精度を高い状態で維持で
きる。
【００７１】
　さらに別の側面において、空間検知センサーは、外界像を撮像するカメラを含む。この
場合、カメラにより撮像された画像に基づく外界の空間検知ができる。
【００７２】
　さらに別の側面において、導光部材は、左右の眼に対応して設けられる第１導光部材と
第２導光部材とを有し、位置決め部は、第１導光部材と第２導光部材との間に設けられて
いる。この場合、位置決め部と空間検知センサーとを近接させて、公差をより低減できる
。
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【００７３】
　さらに別の側面において、位置決め部は、第１導光部材と第２導光部材との間において
左右対称となる中心位置に設けられている。この場合、左右の画像表示の中心に位置決め
部を高精度に配置できる。
【００７４】
　さらに別の側面において、導光部材は、第１導光部材と第２導光部材とを連結する連結
部材を有し、位置決め部は、連結部材に設けられている。この場合、位置決め部を簡易か
つ確実に第１導光部材と第２導光部材との間に設けることができる。
【００７５】
　さらに別の側面において、位置決め部は、第１導光部材と第２導光部材とが並ぶ横方向
に延びている凸部である。この場合、凸部における表面を位置決めの基準面として利用す
ることができる。
【００７６】
　さらに別の側面において、連結部材は、第１導光部材と第２導光部材との間において刳
り抜かれた窪み状部分を形成し、位置決め部は、窪み状部分における刳り抜き側に設けら
れている。この場合、窪み状部分により、ノーズパッド等とともに空間検知センサーを設
けることを可能としつつ、凸部により強度を維持できる。また、例えば画像表示のための
映像光や外光等に対して、凸部において意図しない反射により迷光が生じる、といった事
態を回避又は抑制できる。
【００７７】
　さらに別の側面において、位置決め部は、導光部材のうち画像光の導光に寄与する面以
外の面であって、導光の延長上から外れた面に設けられている。この場合、凸部における
映像光に起因した迷光発生を回避又は抑制できる。
【００７８】
　さらに別の側面において、空間検知センサーは、一体的に繋がって、かつ、互いに離間
した位置に配置される複数の検知部を有し、立体的空間検知を行う。この場合、複数の検
知部を利用した立体的な空間検知ができる。
【００７９】
　さらに別の側面において、センサー固定部材は、ノーズパッドを支持するパッド支持装
置である。この場合、センサー固定部材において、併せてノーズパッドを支持し、装置の
小型軽量化を図れる。
【００８０】
　また、具体的な一態様における装着型表示装置は、上記いずれかに記載の光学装置を備
える。
【００８１】
　上記装着型表示装置では、空間検知センサーを保持するセンサー固定部材が、導光部材
に設けた位置決め部に当接することで、空間検知センサーを導光部材に対して取り付ける
に際して、高い位置精度を確実に維持できる。これにより、空間検知センサーにおける外
界の空間検知の結果と、導光部材により導光された画像光によって視認される画像との間
での位置ズレの発生を抑制できる。この場合、例えばシースルー型で装着者が見ている外
界像に対して表示画像を合わせるに際して、外界像と画像光による虚像との位置について
の整合性が高い状態にできる。
【符号の説明】
【００８２】
　１０ａ，１０ｂ…導光部材、１１ａ…光入射部、１１ｂ…光射出部、１５…ハーフミラ
ー、２０…導光装置、３０…投射レンズ、３８…鏡筒、５０…中央部材、５０ａ，５０ｂ
…光透過部、５０ｃ…ブリッジ部、５１…凸部（リブ形状部分）、５１ａ，５１ｂ…引っ
掛け部、８０…表示素子、９０…成形金型、９１，９２…金型、１００…光学装置、１０
０Ｃ…透視型導光ユニット、１０１ａ，１０１ｂ…虚像形成光学部、１０４…テンプル、
１０５ｄ…外装ケース、１０９…ハーネス、２００…光学装置、５００…装着型表示装置
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、ＡＤ…接着層、ＡＴ…取付部、ＡＸ…光軸、ＢＳ…下面、ＣＡ…カメラ、ＣＡｓ…シー
ト部材（防水部材）、ＣＣ…カメラカバー部材（センサーカバー）、ＣＣｃ…収納蓋部分
、ＣＨ…カメラホルダー（センサー固定部材）、ＣＰ…接続部材、ＣＶ…窪み、ＤＰ１，
ＤＰ２，ＤＰ３…検知部、ＤＴ…位置決め部、ＥＤ…外部装置、ＥＰ…射出瞳、ＦＢ…ケ
ーブル、ＦＢ…フレキシブル基板、ＦＣ…カバー部材、ＦＳ…平面、ＧＬ…画像光、ＨＬ
…ネジ孔、ＬＳ…照度センサー、ＮＡ…ノーズパッド取付部、ＮＣ…ネジ、ＮＰ…ノーズ
パッド、ＯＬ…外界光、ＰＰ…樹脂成形部材、ＲＭ…反射膜、ＳＤ…空間検知センサー、
ＳＨ…収納部、ＴＳ…上面、ＵＳ…装着者

【図１】 【図２】
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